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(1)目的・趣旨 

南海ト ラフ地 震の「臨 時情報」（ 日本 ）や California Earthquake Advisory Plan（米
国）な ど、地 震予 測情 報に基 づく事 前の 津波 避難は 大きな 減災 効果 を期待 できる 反面
で、情 報の不 確実 性に 伴う社 会的混 乱（ 空振 りなど ）を引 きお こす 危険も 伴う。 この
功罪両 面を合 わせ もつ 情報を 効果的 に活 用す るため、事前 避難の 要 不要を 診断す る〈評
価シス テム〉 の開 発・ 実装研 究を、 地震 ・津 波予測 シミュ レー ショ ン（理）、〈評 価シ
ステム〉開発（ 工）、文化差 も考慮 した〈 評 価シス テム〉の社会 実 装（文）の文理 工融
合型国 際比較 研究 とし て実施 した。  
 
 
(2)研究項目と経過 
 

(a)上 記の〈評 価シ ス テム〉で 利用す る臨 時 情報発 表時に 想定 され る津波（「 R 想定 」
と呼称 ）の想 定作 業を 、防災 科学技 術研 究所 の協力 のもと 進め た。  

(b)別 途開発 済の 避難 訓練支 援アプ リ「 逃げ トレ」に上 記「R 想定 」を実 装す るため
の準備 作業を 実施 し、「逃げ トレ」から得 ら れる多 数の避 難訓 練デ ータを ビッグ デー タ
として 集積か つ可 視化 し、臨 時情報 発表 時の 事前避 難の要 不要 を診 断する 〈評価 シス
テム〉 の開発 研究 を実 施した 。  

(c)施行後 数年 を経て も認知 率や理 解度 が低 い「 臨時情 報 」に関 す る教育・啓 発に 資
するツ ール（ ビデ オ映 像、展 示など ）の 開発 研究を 高知県 黒潮 町、 四万十 町と協 力し
て実施 した。  

(d)「 臨時 情報 」に 対す る社会 的対応 とコ ロナ 禍にお ける社 会的 対応 との間 に認め ら
れる共 通性に つい て、slow-onset-disaster、および 、通 常の社 会経 済活動 と緊急 対応
との両 立の観 点か ら日 米比較 研究を 実施 した 。 

 
 

(3)研究成果 
 

まず、 上記研 究項 目(a)と(b)の成 果につ いて 記述す る。  
項目(a)につ いて は、防 災科学 技術研 究所 の協 力のも と、南海 トラフ 地震に 関する 膨

大な想 定シナ リオ の中 から 、臨時 情報 発表時（「半 割れ 」ケース ）に 発生す る確率 が高
いシナ リオを 「R 想 定 」とし て同定 する こと ができ た。そ の骨 子は 、図 1 の 通りで あ
る。詳 細は、 矢守 （2022）を参 照さ れたい 。  

項目(b)につ いて は、上記「R 想 定」を「 逃 げトレ」に実装 する た めの準 備作業 を完
了し、さらに 、〈評 価シ ステム 〉のプ ロト タイ プを完 成させ た。〈 評 価シス テム〉には 、
集積さ れた実 際の 訓練 データ にもと づく 評価 機能だ けでな く、 避難 のタイ ミング や移
動速度 を変化 させ るシ ミュレ ーショ ン機 能も 盛り込 んだ。〈評価 シ ステム 〉を含 む全 体
システ ムの概 要は図 2 の通りで ある 。ここ で、〈評 価シ ステム 〉 は逃げ トレダ ッシ ュ
ボード と表記 され てお り、避 難訓練 支援 アプ リ「逃 げトレ アプ リ」 と、ユ ーザー 支援
のため の「逃 げトレ WEB」とともに 、「逃 げトレ サービ スプ ラッ トフォ ーム」 を構 成
する。 これに より 、ど の地域 に、ま たど のよ うな人 びとに 事前 避難 がより 強く求 めら
れるの か、そ のた めの 客観的 な判断 材料 が提 供され る。  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 「 R 想定 」の 設 定にあ たって の基 本的 考え  
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 〈 評価 システ ム 〉の全 体構成  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 〈 評価 システ ム 〉のプ ロトタ イプ  
 
また、図 3 に〈評 価 システ ム〉に よる 分析 結果表 示画面 のプ ロト タイプ を示し た。

具体的 には、 高知 県黒 潮町入 野地区 をテ スト フィー ルド（ 事例 ）と した本 図に示 した
通り、「逃げ トレ 」に よ る避難 訓練結 果を 集合 的に表 示する 仕組 みを 作成し た（ 各個人
の結果 はポイ ント で示 されて いる）。次 に、そ の結果 を、訓練の スタ ート地 点の地 区ご
とに 、その 地区 から避 難した 人につ いて 、一 定の基 準に従 って 分類 し（ たとえ ば 、80%
以上が 避難成 功、50%以上が 成功、それ 以下 など）、地区 ごとの 避 難困難 度を診 断（ 本
事例の 場合、３ 段階（ 赤、黄、緑 色で表 示））するた めのシ ステ ム を、一次 プロト タイ
プとし て構築 した 。  

あわせ て、津 波想 定が 変わっ た場合 、地 震発 生後避 難開始 まで に要 する準 備時間 を
変化さ せた場 合、 ある いは、 移動速 度を 変化 させた 場合な どに 、そ れぞれ 避難困 難度
がどの ように 変化 する かをシ ミュレ ーシ ョン し、そ の結果 を提 示す る機能 も盛り 込ん
だ。ま た、こ こに は示 さない が、津 波浸 水想 定（津 波ハザ ード マッ プ）と 避難行 動の
結果と をオー バー ラッ プ表示 する機 能や 、避 難行動 に関す るよ り詳 しい分 析結果 （避
難成功 率、避 難所 要時 間、平 均移動 距離 等） のサマ リー情 報を 地区 ごとに 可視化 して
表示す るシス テム もプ ロトタ イプに 組み 込ん だ。詳 細は 、矢守（2022）を 参照さ れた
い。  

 
※引用 文献：矢 守克也（2022）臨時情 報発 表 時の人 々の行 動意 思決 定に資 する情 報の
提供 文部科 学省 研究 開発局 「防災 対策 に資 する南 海トラ フ地 震調 査研究 プロジ ェク
ト」令 和 3 年 度報 告書  



 

 
図 4 「 どう する私 ！ ビデオ で学ぶ 南海 トラ フ地震 臨時情 報」 から サンプ ル画面  
 
項 目 (c)に つ い て は 、「 臨 時 情 報 」 の 普 及 ・ 啓発 に 資 す る ツ ー ル と して 、 ビ デ オ 教 材

の「ど うする 私！ ビデ オで学 ぶ南海 トラ フ地 震臨時 情報」（高知 県 黒潮町）、お よび、
コミュ ニティ・ミュー ジアム の「 興津 ぼうさ いミュ ージア ム」（高 知県四 万十町 ）を完
成させ 、その 効果 に関 する検 証作業 を実 施し た。  

図 4 は、前者の ビデ オ 教材の サンプ ル画 面で あり、ま た図 5 は、同 ミュー ジアム の
パンフ レット （一 部） である 。  
 

 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 5 「 興津 ぼうさ い ミュー ジアム 」の パン フレッ ト（一 部）  

 
 

項 目(d)に つ いて は 、 「 臨時 情 報 」に 対 す る 社 会的 対 応 とコ ロ ナ 禍 に おけ る 社 会的
対応と の間に 認め られ る共通 性につ いて 、通 常の社 会経済 活動 と緊 急対応 との両 立の



観 点 、 お よ び 、 slow-onset-disaster の 観 点 か ら 日 米 比 較 研 究 を 実 施 し た 。 そ の 成 果
の一部 を、矢 守・ 杉山 （2021） に依拠 して 略述し ておく 。  

南海ト ラフ地 震の 「臨 時情報 」に対 して 求め られる 対応は 、コ ロナ 禍にお ける社 会
の 反 応 と 大 き な 共 通 性 を も っ て お り 、 そ こ か ら 多 く を 学 ぶ こ と が で き る 。 す な わ ち 、
「感染 対策は 急務 だが 、経済を “ま わす”必要 もある」とい うコロ ナ 禍にお ける難 題は、
「事前 避難が 望ま しい が、社 会的活 動を 全面 停止す るわけ にも いか ない」 という 臨時
情報を めぐる 防災 対応 上の課 題と極 めて 近い 〈二者 択一〉 の構 造を もつ。 防災教 育ツ
ール「 クロス ロー ド」（矢守・吉 川・網 代, 2005）は 、こ うした 構 造をも つ課題 に対 峙
すると きにう って つけ のツー ルであ る。 ただ し、現 実には 、コ ロナ 禍での 生活に も臨
時情報 対応に も、〈 二 者択一 〉を超 えた 「両 にらみ 」の解 決が 要請 されて いる。 実際、
「クロ スロー ド」につ いて、「 ジレ ンマ」、「 コンフ リクト 」、「 意思 決定」といっ た鍵 概
念とと もに従 来か ら指 摘され てきた 特性 と、「クロ スロー ド」の 真 価とは 微妙に 食い 違
ってお り、新 型コ ロナ 感染症 対策や 「臨 時情 報」へ の対応 に「 クロ スロー ド」が 力を
発揮す るとす れば 、後 者の意 味にお いて であ ること をおさ えて おく 必要が ある。 その
ポイン トは、「 フォー ク・クロ スロー ド」、「 スロー・クロス ロー ド 」、「アク ション・ク
ロスロ ード」 －以 上 3 つのワ ードで 概念 化で きるこ とを明 らか にし た。  
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(4)研究成果の公表 
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